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茨城県立土浦第一高等学校進修同窓会 
     旧本館活用委員会 

 
 

今年の「歩く会」はいかがでしたか。秋空の下，大いに楽しまれたことでしょう。

「歩く会」は，全国各地の学校で行われていますが。その性格や目的は様々です。

並木高校や水戸一高のように昼夜兼行で歩く心身鍛錬的なものもありますが，

本校の「歩く会」はそれとは趣を異にしていますね。一高祭直後から歩く会実行

委員会が，２５ｋｍ前後の距離を目安に交通面の安全・昼食やトイレなどの休憩場

所等を検討し，いくつかのコースを設定し，アンケートも取り，委員が下見をして

決定するユニークで綿密な企画運営をしています。従って毎年コースは違いま

す。生徒の歩き方も様々です。ひたすらゴール一番のりを目指しての一人歩き，

あるいはグループでお喋りを楽しんだり，道すがらいろいろな発見を楽しんだ

りと。「歩く会」は伝統的に行われてきた全校マラソンが，交通事情によって実施

が困難になったため，これに代わるものとして，昭和４８（1973）年に発足しま

した。さて今回は，土浦中学校時代の鍛練的修学旅行を垣間見ましょう。 
第３８回歩く会（平成１８年１０月）                    

 

 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 

「進修」第２号表紙 
  （上）と 
秋期修学旅行記（左）

霞ヶ浦一周の修学旅行行程図 

同
年
10
月
に
は
、
霞
ヶ
浦
一
周
３
泊
４

日
の
秋
季
修
学
旅
行
を
敢
行
し
た
。
土
浦
か

ら
高
浜
ま
で
は
汽
車
、
そ
れ
以
降
は
湖
岸
に

沿
っ
て
ひ
た
す
ら
歩
く
と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
。
西
蓮
寺
（
現
行
方
市
、
天
台
宗
の
寺

院
だ
が
宗
派
の
別
な
く
尊
崇
を
受
け
て
い

た
）
に
泊
し
、
翌
日
は
鹿
島
に
至
り
、
宿
泊
。

３
日
目
は
香
取
・
佐
原
を
廻
っ
て
利
根
川
を

渡
り
、
阿
波
（
現
稲
敷
市
）
に
泊
り
、
翌
４

日
目
に
土
浦
に
帰
着
し
た
。 

 

こ
れ
ら
２
つ
の
コ
ー
ス
は
、
当
時
の
霞
ヶ

浦
・
利
根
川
を
中
心
に
し
た
一
連
の
水
運
の

状
況
を
実
地
に
見
聞
す
る
こ
と
が
出
来
る

も
の
で
あ
っ
た
。
同
時
に
、
敬
神
・
崇
仏
の

心
を
涵
養
す
る
意
味
が
あ
っ
た
と
も
想
像

で
き
る
。
し
か
し
、
交
通
機
関
が
未
発
達
だ

っ
た
と
は
言
え
、
こ
の
長
距
離
を
歩
く
と
い

う
行
為
か
ら
想
像
が
つ
く
と
思
う
が
、
単
な

る
物
見
遊
山
の
旅
行
で
は
な
く
軍
事
教
練

の
性
格
を
も
つ
一
種
の
行
軍
（
軍
隊
が
徒
歩

で
長
距
離
を
移
動
す
る
）
で
あ
っ
た
。 

 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
取
り
入
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
今
日
の
生
活
の
在
り
方
と
比
べ

た
場
合
、
当
時
は
歩
く
こ
と
自
体
が
生
活

そ
の
も
の
で
あ
っ
て
、
健
康
が
生
活
の
中
で
自
然

に
維
持
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
開
校
３

年
目
の
10
月
に
は
、
３
年
生
約
50
名
が
、
日
光

へ
の
修
学
旅
行
を
行
っ
た
が
、
往
路
の
小
山
・
栃

木
間
と
帰
路
の
日
光
・
宇
都
宮
・
小
山
間
は
鉄
道

を
利
用
し
た
も
の
の
、
他
は
、
６
日
間
で
60
里

（
約
２
３
０
ｋｍ
余
）
を
歩
き
切
っ
た
。 

 

分
校
時
代
、
修
学
旅
行
と
は
銘
う
っ
て
い
る

が
、
今
で
い
う
「
歩
く
会
」
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。 

 

そ
れ
で
も
、
当
時
の
生
徒
達
に
と
っ
て
修
学
旅

行
は
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、
大
き
な
楽
し
み
で

あ
っ
た
。
明
治
期
の
機
関
誌
「
進
修
」
各
号
に
は

数
多
く
の
修
学
旅
行
記
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。 

 

分
校
か
ら
独
立
し
た
土
浦
中
学
校
の
修
学
旅

行
に
つ
い
て
は
、
大
正
期
に
始
ま
っ
た
関
西
修
学

旅
行
も
含
め
て
、
次
号
で
紹
介
し
た
い
。 

 
 

 

分
校
時
代
の
修
学
旅
行 

  

本
校
最
初
の
修
学
旅
行
は
、
開
校
直
後

の
明
治
30
年
６
月
12
日
に
実
施
さ
れ
た

筑
波
山
へ
の
一
泊
徒
歩
旅
行
で
あ
っ
た
。

（
残
念
な
が
ら
、
こ
の
時
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
）

翌
31
年
に
は
春
と
秋
に
２
回
、
成
田
・

鹿
島
方
面
へ
の
修
学
旅
行
を
行
っ
て
い

る
。
明
治
31
年
５
月
24
日
、
１
・
２
年
生

約
２
０
０
人
が
ラ
ッ
パ
の
音
を
合
図
に
隊

伍
を
組
ん
で
出
発
。
銭
亀
橋
（
桜
川
）
を

渡
り
、
小
松
・
阿
見
を
経
て
江
戸
崎
に
着

き
、
龍
承
寺
に
泊
し
た
。
翌
朝
利
根
川
を

越
え
、
滑
川
・
成
田
間
は
汽
車
を
利
用
し
、

宗
吾
神
社
（
佐
倉
藩
の
圧
政
を
将
軍
に
直

訴
し
た
義
民
木
内
惣
五
郎
を
祀
る
）
と
成

田
不
動
尊
を
拝
し
、
こ
の
地
に
泊
る
。
帰

途
の
26
日
は
印
旛
沼
を
眺
め
な
が
ら
、
女

化
（
牛
久
市
）
を
経
て
、
牛
久
駅
に
至
り
、

土
浦
へ
は
汽
車
で
帰
っ
た
。


